
 
 
 
 
 
 

 

 
 
１月２４日 №９０２例会 
 

        『外部卓話』 

NTT－東日本長野飯田支店課長 小林成樹様 
   テーマ『もっと身近な、もっと使いやすい ITを目指して』 
                担当＝ＩＴ・資料保存委員会 

             場所：シルクホテル  点鐘 12：30ｐｍ 
１． 点鐘 
２． ロータリーソング「我らの生業」 
３． ビジター紹介 
４． 会長挨拶 
５． 幹事報告 
６． 出席報告 
７． ニコニコ BOX及び米山記念奨学会、ロータリー財団報告 
８． 委員会報告 
９． ロータリー３分間情報………ロータリー情報委員会=古林克己君 
10．本日の行事≪外部卓話≫ 
11．点鐘 
 

◇文書受信のご案内 

① ［（財）ロータリー米山記念奨学会］………………………… 確定申告用領収証送付の件 
② ［豊山－城北ＲＣ］………………… 創立２０周年記念式典のご案内 3／28(火)東急イン 
③ ［ロータリの友事務所］…………………………… ｢友｣インターネット速報№214～216 
④ ［国際ロータリー］……………………………………………ROTARY  WORLD 2006.1 
⑤ ［地区大会実行委員会・松本空港ＲＣ］…………地区大会報告書回収及び返送のお願い 

 
◇平成 18年 1・2 月の飯田東ＲＣの例会案内 

1. 1／31 外部卓話 飯田南ＲＣ、2600地区WCS委員長 古川善行様 
                         担当＝国際奉仕委員会 

2. 2／7 米山奨学生卓話 朱海英さん(中国)信大農学部 世話ｸﾗﾌﾞ=岡谷ｴｺｰﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 
                         担当＝米山記念奨学会委員会 

3. 2／14 （夜間）会員慶祝・ＩＡＣ地区協議会報告   担当＝インターアクト委員会 
 
 
 

ロ ー タ リ ー 理 解 推 進 月 間 

本日の行事 

－ 本日のMenu － 
海老天重・水菜とカニの和え物・みそ汁・香の物 

例 会      

お し ら せ 
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前例会記録 －Ｎｏ.９０１－ 1月 17 日（第 3火） 

◇会長挨拶  
早いもので、「阪神淡路大震災」から１１年の歳月が流れ、被災者でない私達にとっては

「過去の出来事」となってしまいましたが、被災者（当事者）の方々にとっては今だ深い傷

は癒えたとは思えません。１０年を区切りとしてか、本年から政府関係者の追悼式典参列も

なくなり、「過去の出来事」への拍車かかかるようです。 
最近の、報道を見聞きして気になったことが、ありました。 
1 夜間中学について 
戦後の混乱期・中国残留孤児等何らかの理由で教育を受けられず、読み書き 
も儘ならない、そんな人にとってなくてはならない学校だと思いますが、今その存続が

揺れているようです。通学している人の作文が紹介されていました 
子供に字を教えてあげることも出来ず 「こんなおかあちゃんでごめんな・・」と子供

に謝る母親、字が書けるようになって自信が持てた人「今までは、お父ちゃんについて

きてもらってたけど、一人で役所に行くことが出来る。」 
なんとも遣る瀬無い感じです。 

2 生活保護について 
全国で１００万世帯の方が需給対象となっているそうですが、実際援助を必要とされて

いる人はその４倍とも５倍とも云われているそうです。誰でも申請できるそうですが、

最近は、申請すらさせない状況も多々見受けられるとのことです。 
不正受給の問題もありますが、国の補助金カットが影響しているようです。 
 
財政再建の一環として補助金の削減が行われるようですが、弱い人の声は世論の形成には成

り得ないというところでしょうか。「教育を受ける権利」「生存権」に関連する問題だと思え

るのですが、・・・ 
 
◇幹事報告 
1. 1/14 下伊那グループ会長、幹事会がありました。出席は会長、幹事、ＩＭの時に意見発
表されます森澤さんの三人の出席でした。ＩＭには是非多くの会員のご参加かをお願い

致します。 
2. ガバナー補佐訪問は２０周年に出席して頂いて訪問としたいと思います。 
3. ロータリー１００周年の本が出来上がりました。例会中に回覧した後事務局に置いてお
きますので是非閲覧してみて下さい。 

4. 次年度ガバナー補佐の横田さんが２月中旬頃に研修会に参加いたします。その壮行会が
ございます。詳細にきましてはまたご連絡いたします。 
 

会員総数 出席計算数 欠席者 出席率 メークアップ 欠席 訂正出席率

37 31 7 77.4% 3 0 100%

本日の例会 前々例会

 
本日の欠席者 飯島正紀君、久保田久次君、小池精治君、小池亮一君、佐々木治君 

竹村英二君、細川仁司君 

［出席免除］石田一実君、宮内孝君 
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【本日のビジター0名】 

 本日のニコニコＢＯＸの合計は 19,000円。累計 934,500円です。 
 

◇ニコニコボックス 
―――（飯田東ＲＣ） 
  斉藤映君：先日、交差点を渡るせい子さんに、車中より手を振ったら前を歩いて

いた男性が手を振ってくれました。誰かと思ったら修さんでした。 
 後藤高一君：少し暖かくなると楽ですね。 

    伊藤篤君：遅くなりましたが、『明けましておめでとうございます』 
         今年もよろしくお願いします。 
   宮嶋逸雄君：明けましておめでとうございます。 

  米山祥一君：新年おめでとうございます。 

        １／１０例会出れず遅い挨拶です。北信の豪雪に正月明けから社員４名 

づつが応援に出ています。 

   宮澤眞君：新年会続きで多忙です。…（健康に注意） 

本日の３名さんの卓話楽しみに！ 

   森澤勝志君：寒中の中休み…暖かい日が続いて過ごし易いこの頃です。 

         本日の３分間卓話の皆さん楽しみにしています。 

   中田忠夫君：今年になって喉の交通整理が出ます。人前で２回も咳き込む事があり１ 

         つ歳を取っただけでこんなになるとは…改めて日本の信号機の色を思い 

         出している此の頃です。 

   座光寺透君：昨日から暖かくなりました。このまま春になれば良いと思うのですが…。 

   伊藤清文君：春が来たような暖かさですね。３分間卓話の皆さんのお話を楽しみに。 

    林隆夫君：３分間卓話の皆さん方に期待します。 

   新井健司君：３分間卓話の皆さん本日は御苦労様です。楽しみにしています。 

宮澤宏君：杉本、久保田、後藤お参方の卓話を楽しみに。 

   下田一則君：本日の卓話を楽しみに。 

    穂苅修君：３分間卓話の皆様御苦労様です。卓話を楽しみに。 

 

◇委員会報告 

雑誌委員長 伊藤篤君 
 今月は「ロータリー理解推進月間」です。それに関連した記事が横頁５～８頁にわたって

記載されております。「ロータリーってなあに？」ロータリーについてどんなイメージをも

っているのか街頭でアンケートをとった記事が載っております。 
 今月の「風紋」は甲斐ロータリークラブ創立会員の清水豊子さんの記事が記載されており

ます。とても良い記事なので是非読んでみて下さい。 
 
創立２０周年実行委員長 伊藤清文君 
 １／３０（月）に委員長会を開催致したいと思います。それまでに骨子の作成をお願い致

します。出席者は総務、式典、記念事業、祝宴、記念誌の各委員長さんにお願い致します。

委員長さんが欠席の場合は副委員長、副委員長欠席の場合は委員の方にお願い致します。 
 

◇例会変更のご案内 
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例会変更     

ロータリー名 変更日 曜日 理由 メーク場所 

飯田ＲＣ ２月１５日   水 雪見例会 シルクホテル 

飯田南ＲＣ ２月１７日   金 雪見例会  マリエール飯田 

     

◇本日の行事 『３分間卓話』         担当＝プログラム委員会 

杉本克己君    

 三月になればお得意の孔雀サボテンの話をすることができるのですが、まだ、新種の蕾が

いくつか着いているのですが、固くてどんな花が咲くかわかりません。そこで今日はまった

く違う話をしたいと思います。 

 まだ思い出話をするような歳ではないのですが、一木の古木にまつわるような、まつわら

ないような話をしたいと思います。 

 知っている方も居ると思いますが、私の生まれた家は伊賀良の山つけ、西部山麓線沿いに

あります。いまでもここで兄貴が百姓をしていますが、この道を山本の方へ佐倉様の下を通

り、梅ヶ窪から上大瀬木にさしかかった沢尻湖や鳩打ちへ向かう道との交差点の手前左下に

植林された林のはずれに古い一本の木が立っています。（桜だと思いますが、花が咲いてい

る時期に行った事がないのでよくわかりません）私が小中学生の頃ここにあった“滋恵園”

から同級生が４人通っていました。その内の一人は卒業写真にも写っていません。（どこか

にもらわれていったと話を聞いた事があります）そして一人は一昨年の同年会で４０年振り

に顔を見ましたが、あまり自分の事を話そうとはしませんでした。後の二人の事は私にはま

ったくわかりません。 

 数年前カンボジアの施設を訪問した時、この４人の同級生の事を想い出しました。そして

最近はこの古木を見る時、カンボジアで出逢った子供達の笑顔を思い出します。 

 

久保田和彦君  －竜丘に生まれた医学博士 代田稔－ 

 竜丘村駄科 明治３２年４月２３日生(1899 年) 

 大島屋（ウイル） 養蚕 紙問屋 

 

 大正 ２年 （1913 年）飯田中学入学…医師に芽生えた 

 大正 ７年 第二高等学校３部（東北大学医学部）入学 

 大正１０年 （1921）京都帝国大学医学部入学 

       【菌をもって菌を制す。腸の健康こそ人間の健康に大切だ】 

       その頃、赤痢、チフスといった伝染病が日本中心に流行していた。 

       清野先生に師事し、本格的に消化管に棲む微生物の研究に取り組む。 

       病気に負けない体を作るために、一番良い菌が人腸乳酸菌である事がわかっ

たが、その中から強そうな菌を選ぶ研究をした。 

 昭和 ４年 芳枝さんと結婚 京都上京区で新生活を始める。 

 昭和 ５年 医学博士の学位を取り京大講師となる。 

       その年の暮れ乳酸菌の強化培養に成功した。清野先生より代田の名前を取っ 

       てシロタ株と名づけた。その乳酸菌シロタ株を入れた飲み物を研究して、誰 

       にでも美味しく飲んでもらえる味にして「ヤクルト」と言った。 

       エスペラント語でヨーグルトと言う意味から造った造語です。 

 昭和 ８年 医学部の助教授となる。 

 昭和１０年 福岡市浪人町にシロタ保護菌普及会が作られ、ヤクルト販売組織が出来た。 

       その後、軍医として出征したが、戦争絶対反対だったため軍隊から帰された。 
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 昭和１３年 中国ハルピン医科大学の教授に任命され将来は名医より良医になれ。 

 昭和１４年 １月下関に「代田研究所」設立 

        ≪はがき１枚で１本の値段で健康を≫をスローガンにした。 

 昭和１６年 妻良枝さん死去 

 昭和２５年 ヤクルト生産販売を再開した。（５円） 

 昭和３０年 本社を東京に移す。 

       稔は『私の願いは健腸長寿です。皆さん一人一人が健康で長生きしてほしい、 

       幸せな一生をお過ごし下さい』と願った。 

 昭和５７年 ３月１０日 ８２歳で世を去りました。 

 

後藤高一君 

 何を話そうか迷ったが、ふと思いついて３分間で３分間についての話をしてみます。 

 世の中に「３分間～（なになに）」と言うのは多い。例えば３分間メッセージ、３分間ス

ピーチ、３分間マッサージ、３分間ストレッチ、３分間講座、キューピー３分間クッキング、 

３分間小噺、そして、３分間ロータリー情報…などなど。インターネットの検索でも１分間、

３分間、５分間、○○と言う奇数数字のくくりは多い、が、２分間○○、４分間○○と言う

のはあまりないし、何か違和感もある。何で奇数でくくるとしっくりとして居心地が良いの

かとても不思議。 

 私くらいの年齢で３分間と聞いて頭に浮かぶのは、ウルトラマンのカラータイマーのこと。 

彼は、地球上に３分間しかいる事が出来ない。子共の頃、何でだろう？と思っていたが、調

べてみると、どうも製作会社である円谷プロダクションの内情に理由があるらしい。ウルト

ラマンの登場場面は怪獣との格闘シーンになるから、セットをやたら破壊することになる。

当時の円谷プロは経済的にゆとりがなくあまり長い間ウルトラマンを登場させると、やたら

セットに金がかかってしまうため３分間にしたらしい。１分では短いし、５分じゃとても持

たないと言う訳だ。…真偽の程は分らない。 

 ３分間と聞いて誰もが思い浮かぶであろうのは、カップラーメンのお湯をそそいでから食

べるまでの待ち時間。さて、これも何で３分間なのだろうか。３分間待たせることで食欲を

煽る、５分では待ちくたびれてしまうと言う話もある。では、逆に１分ではどうなのか、技

術的には麺を細くすることで、１分間の待ち時間は可能だそうだ。ところが、全部の麺を食

べ終わる前に麺が伸びてしまうと言う欠点が出てしまうそうだ。 

 どうやら、麺もウルトラマンも、３分間が程良いようだ。そしてもちろん、卓話も。丸山

一郎さんが残してくれた３分間卓話は、実に素晴らしい企画である。 

 さて、調べていたら、こんな本があった。かんき出版から出されている「３分間で話はま

とめなさい」高井信夫という人が書いているが、お値段は決して高くない 1,365 円税込みで

す。興味のある方はどうぞお読み下さい。 

 

３分間スピーチ 感想 
杉本克己君  古木・同窓会・幼年時代・施設の子供・カンボジアの子供～ 巡る思いＲＣ

の活動を通じ、恵まれない子供が自立し、その子供たちにハンディが残らな

いように出来ればと思いました 
久保田和彦君 竜丘の有名人 ヤクルトの創始者 代田博士の生い立ちから、当クラブ会員

の「善玉」「悪玉」分類まで楽しく聞かせて頂きました。 
       今年の古田ヤクルトの活躍をお祈りいたします 
後藤高一君  何故３分間なのか…。３分間についての薀蓄楽しく聞かせて頂きました。 
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ロータリーの歴史(7-1) 

 ロータリーの国際奉仕活発となる 

 

 1949 年は、日本のロータリークラブが R・Ｉに復帰した年であります。 

1950 年の国際大会はﾃﾞﾄﾛｲﾄで開催され、 Service above self と Heprofits most 

Who serves best の 2 つの標語が、ロータリーの公式標語に決定しました。この標

語は何れも 1911 年のボートランド大会で提唱されたものであります。 1952 年手

島知健が日本人としては、米山梅吉、宮岡恒次郎に次いで 3 番目の国際ロータリー

理事に選任されました。 1954 年は、国際ロータリー創立 50 周年に当りますので、

ﾛｰﾀﾘｰ発生の地ｼｶｺﾞにおいて記念の大会が盛大に開催されました。 R・Ⅰ会長はハー

バー・テーラーで、これより後は彼の発案になる『四つのﾃｽﾄ』の版権が R・Ⅰに移

譲されたことは既述の通りであります｡ 1957 年、小林雅一が日本人として 4 番目

の R・Ⅰ理事に選任され、 R・Ⅰ第 1 副会長に選ばれました。 1959 年、国際奉仕

の文献『平和への七つの適』が R・Ⅰより刊行されました。 

 ロータリーが誕生してから 50 年の間に、 2 回勃発した世界大戦の悲惨な衝撃は、

指導的立場にある人々に、流血を訴えることなしに、国際間題を解決できる方法は

何かないか、ということを真剣に模索する風潮が高まって釆ました。1940 年代から 

1950 年代におけるロータリーの活動は、国際間題に関わるものが頗る目につきます。 

 例えば、 1942 年第 2 次世界大戦中のロンドンで開催されたロータリーの協議は、

折からロンドンにあった 21 ケ国の教育担当大臣が参加して、戦争終結後の教育、

文化交換の為の国際的組織を研究する必要のあることが議題となりましたが、その

後ここに集った人々によって、ユネスコを創設する計画が練り始められたといわれ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


